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生
物
を
命
名
す
る
規
則
を
発
明
し
た 
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ 

（
一
七
〇
七
ー
一
七
七
八
） 

 
  

数
千
メ
ー
ト
ル
の
深
海
ま
で
潜
行
で
き
る
特
殊
な
船
舶
の
眼
前
に
は
次
々
と
未
知
の
生
物
が
登

場
す
る
こ
と
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
地
球
に
は
何
種
の
動
物
や
植
物
が
棲
息
し
て
い
る
か
不
明
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
一
〇
年
間
だ
け
で
も
、
こ
れ
ま
で
未
知
で
あ
っ
た
動
物
や
植
物
が
二
〇
万
種
、
す
な

わ
ち
毎
年
数
万
の
生
物
が
新
規
に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
す
る
と
、
最
小

で
も
数
百
万
種
、
最
大
で
は
数
千
万
種
が
棲
息
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

そ
れ
ら
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
人
間
が
発
見
し
た
生
物
は
哺
乳
動
物
が
約
六
〇
〇
〇
種
、
鳥
類
が
約

九
〇
〇
〇
種
、
昆
虫
が
約
九
五
万
種
、
植
物
が
約
二
七
万
種
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
生
物
を
合
計
し

て
も
一
八
〇
万
種
程
度
で
、
人
間
に
と
っ
て
既
知
の
生
物
は
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
人
間
が
発
見
し
た
既
知
の
生
物
に
は
名
前
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
に
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
る
命
名
の
規
則
を
発
明
し
た
一
八
世
紀
の
偉
大
な
博
物
学
者
を
今
回
は
紹
介
し
ま
す
。 

 

博
物
学
が
花
開
い
た
一
八
世
紀 

  

そ
の
博
物
学
者
と
は
、
文
学
・
科
学
・
政
治
・
法
律
な
ど
広
範
な
分
野
で
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
偉

大
な
人
物
Ｊ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
が
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
ス
ピ
ノ
ザ
よ
り
以
後
、
自
分
に
も

っ
と
も
影
響
を
も
た
ら
し
た
人
物
」
と
賞
賛
し
て
い
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
で
す
。
こ
の
リ

ン
ネ
が
活
躍
す
る
一
八
世
紀
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
が
未
知
で
あ
っ
た
地
球
の

広
範
な
地
域
に
急
速
に
進
出
し
て
い
っ
た
一
五
世
紀
以
後
の
世
界
の
潮
流
を
概
観
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 
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一
五
世
紀
最
後
に
Ｃ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
回
り
で
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
達
、
Ｖ
・
ダ
・
ガ
マ
が
東

回
り
で
イ
ン
ド
に
到
達
し
て
以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら
地
球
は
一
気
に
拡
大
し
、
世
界
に
進

出
し
て
い
っ
た
各
国
の
帆
船
が
各
地
か
ら
未
知
の
動
物
や
植
物
を
採
集
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
手

当
た
り
次
第
に
物
珍
し
い
動
物
を
捕
獲
し
、
食
料
や
医
薬
に
有
用
な
植
物
を
採
集
す
る
と
い
う
状
態

で
し
た
が
、
次
第
に
未
開
の
土
地
の
風
土
と
動
物
や
植
物
と
の
関
係
を
研
究
す
る
方
向
に
発
展
し
て

い
き
ま
す
。 

  

そ
の
結
果
、
博
物
学
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
と
い
う
学
問
分
野
が
隆
盛
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
問
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
動
物
誌
』
、
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
の

『
植
物
誌
』
、
古
代
ロ
ー
マ
の
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
『
薬
物
誌
』
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
な

ど
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
一
五
世
紀
以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら
は
未
知
の
世
界
が
急
速
に

拡
大
し
、
新
種
の
生
物
や
鉱
物
が
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
博
物
学
が
花
開
く
時
代
が
到
来
し
た
の

で
す
。 

 

二
十
代
で
生
物
の
分
類
に
挑
戦 

  

そ
の
博
物
学
の
巨
人
が
一
七
〇
七
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
の
ス
モ
ー
ラ
ン
ド
地
方
の
寒
村
に

誕
生
し
た
カ
ー
ル
・
リ
ン
ネ
で
す
。
父
親
は
教
区
司
祭
で
し
た
が
園
芸
に
熱
心
な
庭
師
で
も
あ
り
、

子
供
に
植
物
の
名
前
や
育
成
方
法
を
教
育
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
リ
ン
ネ
が
学
者
に
な
っ
て
か
ら
植
物

の
分
類
に
能
力
を
発
揮
す
る
下
地
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
父
親
の
後
継
と
し
て
聖
職
を
目
指
す
予

定
で
し
た
が
、
二
七
年
に
ル
ン
ト
大
学
、
翌
年
に
ウ
プ
サ
ラ
大
学
に
入
学
し
て
医
学
を
勉
強
し
ま
す
。 

  

当
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
船
乗
り
が
世
界
各
地
か
ら
多
数
の
未
知
の
動
物
や
植
物
を
収
集
し
て
き

た
時
代
で
、
そ
の
分
類
な
ど
が
混
迷
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
た
ま
た
ま
ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
出
会
っ

た
同
期
の
学
生
Ｐ
・
ア
ル
テ
デ
ィ
と
意
気
投
合
し
、
二
人
で
神
が
創
造
し
た
あ
ら
ゆ
る
動
物
と
植
物

を
分
類
し
よ
う
と
約
束
し
、
リ
ン
ネ
は
植
物
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ア
ル
テ

デ
ィ
が
運
河
で
水
死
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
り
、
リ
ン
ネ
は
両
方
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
学
に
序
列
が
あ
り
、
医
学
の
学
位
を
取
得
す
る
た
め
に
は
ウ
プ
サ
ラ

大
学
で
は
対
応
で
き
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
に
出
向
く
こ
と
に
な
り
、
リ
ン
ネ
は
二
八
歳
に
な
っ
た

一
七
三
五
年
、
一
七
世
紀
に
創
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
由
緒
あ
る
ハ
ル
デ
ル
ウ
ィ
ッ
ク
大
学
に
出
掛

け
ま
す
。
そ
こ
で
は
事
前
に
用
意
し
て
お
い
た
医
学
論
文
「
マ
ラ
リ
ア
の
原
因
に
つ
い
て
の
新
規
の

仮
説
」
を
提
出
、
口
頭
試
問
に
も
合
格
し
、
医
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

方
向
を
決
定
し
た
『
自
然
の
体
系
』 

  

こ
の
一
七
三
五
年
の
年
末
に
後
世
の
自
然
の
分
類
の
方
向
を
決
定
す
る
注
目
す
べ
き
書
籍
を
リ

ン
ネ
は
出
版
し
ま
す
。
題
名
は
『
自
然
の
体
系
（
シ
ス
テ
マ
・
ナ
ト
ゥ
ー
レ
）
』
、
副
題
が
「
綱
・
目
・



3 

属
・
種
の
方
法
で
体
系
を
企
図
し
た
自
然
の
三
界
」
と
い
う
書
籍
で
す
。
自
然
を
鉱
物
、
植
物
、
動

物
（
三
界
）
に
分
類
、
さ
ら
に
細
部
に
分
類
す
る
と
い
う
内
容
で
、
初
版
は
判
型
こ
そ
五
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
Ｘ
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
判
で
す
が
、
わ
ず
か
一
二
ペ
ー
ジ
の
書
籍
で
し
た

（
図
１
）
。 

 

  
   

最
初
の
ペ
ー
ジ
は
「
自
然
の
三
界
に
つ
い
て
の
所
見
」
と
し
て
二
〇
の
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
知
識
と
は
相
違
す
る
項
目
も
多
数
あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
項
目
を
紹
介
す
る
と
「
生

物
の
増
殖
の
過
程
を
過
去
に
遡
行
す
る
と
、
単
一
の
両
性
具
有
の
祖
先
（
植
物
）
か
雌
雄
異
体
の
一

体
の
祖
先
（
動
物
）
に
収
束
す
る
」「
こ
の
単
一
の
祖
先
は
全
知
全
能
の
存
在
に
帰
着
す
る
。
こ
れ
が

神
で
あ
り
、
そ
の
御
業
が
創
造
で
あ
る
」
な
ど
科
学
が
宗
教
か
ら
独
立
す
る
以
前
の
状
況
を
反
映
し

て
い
ま
す
。 

  

こ
の
研
究
が
当
初
か
ら
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
が
出
版
の
経
緯
で
す
。
医
学
博
士
を
取

得
す
る
た
め
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
そ
の
研
究
途
上
の
草
稿
を
一
見
し
た
植
物
学
者

Ｊ
・
Ｆ
・
グ
ロ
ノ
ヴ
ィ
ウ
ス
は
大
変
に
感
銘
し
て
印
刷
費
用
を
支
援
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
医
師

Ｉ
・
ロ
ー
ソ
ン
も
追
加
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
た
と
い
う
逸
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ

う
に
手
軽
に
出
版
で
き
る
時
代
と
は
相
違
し
て
、
当
時
の
出
版
事
情
を
想
像
さ
せ
る
逸
話
で
す
。 

  

最
初
の
ペ
ー
ジ
に
は
物
体
は
自
然
の
三
界
（
鉱
物
、
植
物
、
動
物
）
に
区
分
さ
れ
る
と
説
明
し
、

以
下
は
各
界
に
つ
い
て
二
ペ
ー
ジ
の
分
類
の
一
覧
と
一
ペ
ー
ジ
の
説
明
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
は
当
時
の
学
界
の
公
用
言
語
の
ラ
テ
ン
語
で
記
載
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の
大
学
が
存
在
す
る

ラ
イ
デ
ン
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
初
版
は
世
界
に
四
四
部
し
か
残
存
し
な
い
貴
重
な
図
書
で
す

が
、
そ
れ
以
後
、
リ
ン
ネ
自
身
が
増
補
改
訂
し
た
内
容
が
第
一
二
版
（
一
七
六
六−

六
八
）
ま
で
出

版
さ
れ
ま
す
。 

 

図１ 『自然の体系』（1735） 
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二
名
式
命
名
法
の
発
明 

  

新
版
ご
と
に
ペ
ー
ジ
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
が
、
重
要
な
の
は
第
一
〇
版
で
、
一
七
五
八
年
に
第

一
巻
、
翌
年
に
第
二
巻
が
発
行
さ
れ
、
ペ
ー
ジ
総
数
は
一
三
八
四
ペ
ー
ジ
に
も
な
る
大
部
の
書
物
で

す
。
大
部
に
な
っ
た
理
由
は
三
一
二
属
四
三
七
八
種
の
動
物
と
植
物
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

よ
り
重
要
な
特
徴
は
リ
ン
ネ
の
後
世
へ
の
最
大
の
貢
献
と
さ
れ
る
「
二
名
式
命
名
法
」
に
よ
り
動
物

と
植
物
の
名
前
を
記
載
し
、
現
在
で
も
利
用
さ
れ
る
国
際
標
準
を
確
立
し
た
こ
と
で
す
。 

  

動
物
や
植
物
を
簡
単
な
名
前
で
表
現
す
る
こ
と
は
一
六
二
〇
年
に
ス
イ
ス
の
植
物
学
者
Ｊ
・
ポ
ア

ン
と
Ｇ
・
ポ
ア
ン
兄
弟
が
提
案
し
て
い
ま
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
Ｊ
・
レ
イ
も
一
六
七
〇
年

代
に
二
名
式
命
名
法
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
ネ
自
身
も
一
七
三
七
年
に
出
版
し
た
著
作
で
使
用

し
て
い
ま
す
が
、「
（
門
）・
綱
・
目
・（
科
）・
属
・
種
」（
門
と
科
は
後
世
追
加
）
の
う
ち
「
属
」
は

大
文
字
、
「
種
」
は
小
文
字
の
ラ
テ
ン
語
で
表
記
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
前
述
の
五
八
年
の
著

作
で
す
。 

  

そ
し
て
実
際
に
『
自
然
の
体
系
（
第
一
〇
版
）
』
で
は
三
一
二
属
四
三
七
八
種
に
つ
い
て
、
そ
の
規

則
に
よ
る
名
称
を
表
記
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
は
「
脊
索
動
物
門
／
哺
乳
綱
／
食
肉
目
／
ネ
コ
科

／
ヒ
ョ
ウ
属
／
ラ
イ
オ
ン
」
で
す
が
、
最
後
の
二
項
目
を
ラ
テ
ン
語
に
し
たPanthera leo

と
い
う

表
記
が
学
名
で
す
。
ラ
テ
ン
語
を
使
用
し
た
の
は
衒
学
趣
味
で
は
な
く
、
当
時
の
世
界
の
学
術
社
会

で
、
も
っ
と
も
広
範
に
利
用
さ
れ
て
い
る
共
通
言
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
た
選
択
で
す
。 

 
 リ

ン
ネ
を
後
継
し
た
人
々 

  

リ
ン
ネ
は
一
七
四
一
年
に
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
薬
学
教
授
、
さ
ら
に
植
物
学
教
授
に
な
り
ま
す
が
、

所
属
に
拘
泥
せ
ず
、
動
物
や
鉱
物
に
も
研
究
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。
一
七
五
七
年
に
は
ア
ド
ル
フ
・

フ
レ
デ
リ
ク
国
王
か
ら
貴
族
に
叙
さ
れ
、
以
後
は
名
前
が
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
と
な
り
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
創
設
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｂ
・
ノ
ー
ベ
ル
と
と
も
に
超
有
名

人
で
、
二
〇
一
五
年
ま
で
は
一
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
紙
幣
に
肖
像
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図
２
）
。 

         
  

図２ スウェーデンの 100 クロナー紙幣 
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リ
ン
ネ
は
一
七
七
八
年
に
七
二
歳
で
死
去
、
同
名
の
息
子
が
仕
事
を
継
承
し
ま
す
が
、
五
年
後
の

八
三
年
に
四
三
歳
で
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
（
図
３
）
。
そ
こ
で
研
究
は
Ｐ
・
カ
ル
ム
や
Ｆ
・
ハ
ッ
セ

ル
キ
ス
ト
な
ど
多
数
の
弟
子
が
継
承
し
ま
す
が
、
と
り
わ
け
有
名
な
の
は
日
本
と
関
係
の
あ
る
カ
ー

ル
・
Ｐ
・
ツ
ン
ベ
ル
ク
で
す
（
図
４
）
。
四
三
年
生
ま
れ
の
ツ
ン
ベ
ル
ク
は
リ
ン
ネ
に
師
事
し
ま
す

が
、
世
界
各
地
で
生
物
を
採
集
す
る
と
い
う
リ
ン
ネ
の
意
向
で
七
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

に
入
社
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 

 
  

   

最
初
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
の
ケ
ー
プ
植
民
地
で
植
物
を
採
集
し
、
一
七
七
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商

館
の
医
師
と
し
て
長
崎
の
出
島
に
赴
任
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
随
行
し
て
第
九

代
将
軍
徳
川
家
治
に
謁
見
し
、
そ
の
様
子
を
『
江
戸
参
府
随
行
記
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
七
九
年

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
帰
国
、
恩
師
の
後
継
と
し
て
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
植
物
学
教
授
に
な
り
、
八
一
年

に
は
学
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
採
集
し
た
約
八
〇
〇
種
の
植
物
は
現
在
も
大
学
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。 

  

リ
ン
ネ
は
聖
職
に
あ
っ
た
父
親
の
影
響
で
人
生
の
初
期
に
は
自
身
も
聖
職
に
就
任
す
る
意
向
も

あ
っ
た
た
め
、
鉱
物
・
植
物
・
動
物
と
い
う
三
界
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
世
界
は
神
意
に
よ
る
結
果
で
、

そ
こ
か
ら
離
脱
し
て
生
物
が
独
自
に
進
化
し
て
い
く
と
い
う
発
想
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
思

想
は
『
自
然
の
体
系
』（
第
一
〇
版
）
に
あ
る
「
地
球
創
造
の
目
的
は
自
然
の
事
物
に
よ
り
神
の
栄
光

を
人
類
に
の
み
伝
達
す
る
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
リ
ン
ネ
の
言
葉
に
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

し
か
し
一
九
世
紀
中
頃
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
も
っ
と
も
強
い
生
物
が
生
き
残
る
の

で
は
な
く
、
も
っ
と
も
賢
い
生
物
が
生
き
残
る
の
で
も
な
く
、
生
き
残
る
の
は
変
化
で
き
る
生
物
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
「
進
化
論
」
が
登
場
し
た
結
果
、
神
が
創
造
し
た
三
界
が
固
定
し

た
状
態
と
す
る
リ
ン
ネ
の
見
解
は
疑
問
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
「
属
」
と
「
種
」
に
よ
っ
て

生
物
の
名
前
と
す
る
「
二
名
式
命
名
法
」
は
現
在
ま
で
不
変
の
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

図３ カール・フォン・リンネ（子）

（1741-73） 

図４ カール・Ｐ・ツンベルク 

（1743-1828） 
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つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き

人
々
」
よ
り
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
最
新
刊
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
な
ど
。 


